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(Shall we get started? )(Good afternoon,everyone.)Thank you very much for having us today.I’m Takahiko Yunokawa. I’m the CEO at Surala Net.Today I’m going to talk about the latest trends of Non-formal Education by e-learning system.



すららネットの沿革
2005年 東証一部上場企業の教育事業における e-learning PJとして始動

12月に㈱すららネット前身会社設立

2007年 中学生版のプロトタイプ完成

2014年 ベネッセHDと資本業務提携

2010年 MBOにより株式会社すららネットとして独立

2012年 e-Learning Awards 2012フォーラムにて日本e-Learning大賞 文部科学大臣賞受賞

2013年 日本パートナーシップ大賞 優秀賞 受賞

2014年 NTTdocomoおよびNTTグループと資本業務提携

2015年 JICAの事業採択を受け、スリランカ･インドネシアにて事業を始動
Japan Venture Awards2015中小機構理事長賞を受賞
代表の湯野川が教育再生実行会議有識者委員に就任

2016年 株式会社マイナビと資本業務提携
第2回日本ベンチャー大賞において社会課題解決賞を受賞
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2017年 SDGsビジネスアワード「スケールアウト賞」受賞
凸版印刷と資本業務提携
ZEホールディングスと業務提携 東証マザーズへ上場

2018年 政府のJ-Startup企業に選定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
で、これはすららネットの紹介で、今の話とずいぶん重なる部分もありますので、割愛をさせて頂きますが、2005年にｅラーニングのこのすららのプロジェクトを始動しました。で、2007年に出来まして、その時に、すららだけで、教える直営の塾をですね、テストとして作ってみまして、自分たちでやってみて本当に、いいものができたと思ったんですが、本当に生徒がお金を払ってきてくれるのか、続くのかというのが、やってみないと一番心配だったので、それをやったところ、とてもうまく行ったんで売り始めました。で、2010年のところにも書かれていますが、マイクロソフト社が教育ITのカンファレンスをしまして、その時に、現場の事例、塾と学校の事例が、2例報告されたんですけれども、2例ともすららの事例とかですね、マイクロソフトさんからも非常に高い評価をいただいていたと、いうのがありました。で、昨年2010年の11月にMBOで事業買取、で、GCPさんというベンチャーキャピタルが平行してご支援をいただいています。ベンチャーキャピタルですね、ちなみにですね、グロービスさんというのはこういうHPがあるわけですけど、過去に投資をされたところというのは、こういう所をされていまして、ワークスアプリケーションズなんて有名な会社です。このへんが有名ですね、GREE。携帯ゲームをやっているGREEなんかは、従業員数名のときから投資をしたということで、有名になっていらっしゃいます。ここのカンパニーズというところを見ていきますと、今いろんな所に、投資をされているわけですが、美人時計とか最近有名な会社ですね。それから、有機野菜のおいしっくすですとか、テレビで宣伝しているライフネット生命ですとか、でまぁ、この中にすららもこう出てきていると。いうことになります。こういったところにご支援をいただきながら、今事業運営をしておりまして、私立学校43の学校法人さん、それから、約270、今280くらいかな、の学習塾でご活用いただいてまして、生徒数が19000名くらいに、大体年率50％から30％づつ増えているというこういう状態になります。それから、お手元に配ったんですかね。お手元にレジュメを配っておりまして、メモがわりにお使いください。で、ちなみにですね、いつもこのセミナーというのはですね、あまりしてなくてですね、はじめて私お話させていただくんですね。で、昨日いろいろ資料を見てみましたら、言葉遣いとか色々直したので若干画面に映るのとお手元の資料が違いますけど、そういう経緯だというふうに、あまり気にとめないで、いただきたいと思います。



海外展開に関わるきっかけ

・少子化の日本ではいずれ市場が縮小
・低学力に強いという「すらら」の特徴
・新興国・途上国のニーズが高いのでは
・海外に進出するのは中小企業に
とってリスクが高い

・JICAの中小企業支援スキームなら

・クラウドサービスならではのメリット
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海外の学習塾市場は成長期
産業革命前夜



①「ジャパーネ ハパーネ」
アジア諸国では「日本発」は、
高品質の証

②新興国・途上国が注目する
日本の「学力底上げ力」⇒GDPの成長

③若年層はアニメ・ファン
④しつけ・マナーの価値
⑤教師の育成・教材開発だけでは
解決しない新興国・途上国の教育問題

日本の教育システムは「ジャパンクール」
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スリランカでは、マンガやアニメはあまり浸透していないので、こういった娯楽が特に喜ばれている、というのが実際です。



スリランカの状況

・多くの学校では、足し算・引き算を指計算
または暗記で教えている。

・多くの子ども達が小学校低学年の数学で
落ちこぼれている

・多くの教員の数学レベルそのものに
問題あり
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マイクロファイナンス機関による
貧困世帯の学習支援プロジェクト

＠Sri Lanka

2014年 JICA・BOPビジネス連携事業に採択
2018年度 EDU-Portニッポン公認プロジェクト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スリランカのスラム街の子ども達を集めて　5月18日に2校が同時開校　保護者を集めて説明会をしたら、定員50名が即日満員　リーズナブルな月謝をいただいた上で　



プロジェクトの流れ

①現地調査

②パートナー探し

③コンテンツのローカライズ

④数塾での試行と改善

⑤営業活動とスケール、人材育成

⑥新たなチャネルと新たなマーケティングノウハウの開発
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シンハラ語　忍者キャラクター　
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子どもの
基礎学力向上

女性の
雇用創出



11ファシリテーター初期研修
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開校説明会
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JUKUの立地



14Surala JUKUの看板
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JUKUに通う子どもと母親
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挨拶

手洗い



17授業風景



76％の保護者が「子どもの数学の成績が上がった」

※子どもの通塾歴が長い順に50名の保護者を抽出



96％の保護者が「子どもが数学を好きになった」

※子どもの通塾歴が長い順に50名の保護者を抽出



98％の保護者が「子どもが、数学に自信がついた」

※子どもの通塾歴が長い順に50名の保護者を抽出



EDU-Port事業の概要



22EDU-Port：日本の塾視察



23EDU-Port：私立中学校視察



24EDU-Port：築地本願寺視察



25EDU-Port：公立小学校視察
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EDU-Port：現地のファシリテーター研修

9校にて実施



27EDU-Port：学習強化のための短期集中研修

新規4校にて実施



28EDU-Port：Surala Festival



29EDU-Port：Surala Festival

コロンボ・ガンパハ・
ゴールにて生徒230名
保護者270名が参加



30青年海外協力隊有志ともコラボ



EDU-Portの成果

・現地トレーナーは、日本視察で非常に大き
な気づきと意識の変化を得た。

・「Surala Festival」においては、
「100マス計算コンテスト」や日本の縁日
ゲームの体験により、小学生や保護者層の
日本への理解が拡大し、生徒募集マーケ
ティングにもつながった。

・その他、シニア・ファシリテーターとファシリ
テーターの能力向上に貢献し、今後の事業
拡大の基盤が強化された。



今後の展望

・スリランカにおける「Surala Ninja!」事業は
塾と学校両面で引き続き継続・拡大していく。

・EdTechの普及だけでなく、「しつけ」
「マナー」や日直制などの日本型教育要素
も更に取り入れていく

・ファシリテーターの能力向上、EdTechが
使いこなせる教員養成など人材育成にも
注力していく

・教育省との関係づくりを行なっていく



Thank you for your attention!
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